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ａ：進んでいる。　高い。 Ａ：計画を上回る進捗で、十分な成果が得られている。
ｂ：概ね順調。　概ね適切。 Ｂ：概ね計画どおり進んでおり、一定の成果が得られている。
ｃ：遅れている。　低い。 Ｃ：計画から遅れが見られ、十分な成果が得られていない。

幅広い地域・世代の意識を醸成する必要がある。

概ね計画どおりに事業を実施し、各種広報媒体にて活動を紹介した。
講演会・講座　　4回（1回は新型コロナウイルス感染拡大により中止）

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画

令和２年度事業点検・評価調書　
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第３章　佐渡金銀山の保存管理
取組項目 民間による保全活動の推進

事
業
概
要

【事業目的】
企業や住民団体等が自主的に実施する保全活動を支援し、資産保護の意識醸成を推進する。

【事業内容】
ホームページや各種広報媒体を通じて、各団体の保全活動内容を紹介するなど、保護意識の積
極的な普及・啓発活動を行う。

講演会　5回
体験学習会　3回

事業(施策)名
１３　保全活動を通した資産保護意識の
　　　普及・啓発

佐渡市世界遺産推進課

関連団体
県文化行政課、佐渡を世界遺産にする会、佐
渡を世界遺産にする新潟の会

事業実施期間 Ｈ28～R4

【今後の取組】
民間団体等と連携し、遺跡の保護活動や環境美化活動等を開催する。
資産保護意識の醸成に繋がる様々な取組みについて、各種広報媒体を使い周知する。

事
業
計
画
と
実
績

【Ｒ２年度計画】

親子で歩く佐渡金銀山遺跡　1回
草刈りボランティア活動　1回

【Ｒ２年度実績】

体験学習会　3回
親子で歩く佐渡金銀山遺跡　1回
草刈りボランティア活動　1回

事
業
評
価

【事業の達成度】 登録時の姿を定めていなかったが、登録前後には年間10件の保全活動
実施に向け、令和2年度は9件であることからB評価とした。　　〔　a  ・  b  ・  c　〕

【事業実施の効果】
　　〔　a  ・  b  ・  c　〕

【総合評価】
　　〔　A  ・  B  ・  C　〕
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・
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【課題】
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